
校訓「心ひとつに 明日を拓く」 教育目標：気づき、考え、行動する生徒の育成
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１０月２５日（火）、第１５回美郷町中学校新人

駅伝大会が行われ、男子１５校、女子１３校の参

加の中、本校は次のような結果をおさめました。

女 子 優 勝！

男 子 第３位

夏休み前から練習に取り組み、暑い日も寒い日

も、そして、雨が降る中でも練習を積み重ね、こ

の日を迎えました。田沢湖駅伝や全県駅伝では主

に３年生が走る姿を、「次は自分が！」という思い

で見つめていたことと思います。今回の結果を生

かしながら、来年度の東北大会・全国大会につな

げてくれればうれしく思います。本当によくがん

ばりました！お疲れ様でした！

【女子スタート！】 【男子スタート！】

１０月２８日（金）午後、本校体育館を会場に

「鴻鵠(こうこく)の志」講演会が行われ、本校生徒と、

町内３小学校の６年生が参加し、大森山動物園の

小松園長さんのお話を聞きました。この講演会は、

東大総長を務めた佐々木毅(たけし)さんの基金を活用

して行われているものです。

「つながりの中、生きる」と題して行われた講

演会では、美郷の未来を担う生徒に「夢をいだき、

鴻(おおとり)のように大きく羽ばたき、挑戦し続ける

頼もしき人に成長してほしいと願っています」と

いうメッセージと共に、「義足のキリンたいよう」

などの動物のお話や、司馬遼太郎さんの「２１世

紀に生きる君たちへ」のお話など、人との「つな

がり」の中で生きる大切さ等についてお話をして

いただきました。生徒の感想を紹介します。

・「挑戦して成功することが全てではなく、挑戦

することに意味がある」という言葉がよかっ

た。できなかったことに取り組んでいきたい。

・みんなといると勇気をもらえたり新しく気付

けたりすることがあるので、これからも自分

と周りとのつながりを大事にしていきたい。

・夢に向かって羽ばたくために､つながり､助け

美郷町中学校新人駅伝

鴻鵠の志 講演会

合うことの大切さを改めて考えようと思った。

・困ったことがあったり元気がなかったりした

時に､この講演を思い出して生活していきたい。

【講演会の様子】 【生徒感想発表】

１０月２９日（土）、第３２回東北中学校女子駅

伝競走大会・第３８回東北中学校男子駅伝競走大

会が山形県総合運動公園で開催され、本校は次の

ような成績を収めました。男女とも、入賞はでき

ませんでしたが、今回の経験が次のステップへの

踏み台になってくれればありがたいです。よくが

んばりました！男子は来月、全国大会です！

男子 第８位 女子 第１８位

【第１区を力走する選手たち】

１０月３０日（日）、本校体育館で吹奏楽部の第

１１回定期演奏会が行われ、たくさんの地域の皆

さんに来校していただきました。

今回も、美郷町の学校バンド仲間（小学生、高

校生等）が参加し、合同演奏を行うことができま

した。心に響く澄んだ楽器の音色や迫力ある合奏、

重い楽器を持ちながらきびきびと組織的に移動す

るマーチングに、会場から大きな拍手が寄せられ

ました。今日までの努力が、多くの人々の心を感

動させた素晴らしい一時となりました。お疲れ様

でした。来週は東北大会です！がんばれ！

【定期演奏会の様子】 【マーチングの様子】

東北中学校駅伝競走大会

吹奏楽部定期演奏会


